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復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に東日本大震災津波が発生しました。
発災以来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御
支援をいただいております。心から感謝申し上げ､この「つ
ながり」を大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

　大型クルーズ船「ダイヤモンド・
プリンセス」が、乗客約 2,700 人と
乗員約 1,100 人を乗せて、4月 25
日（木）午前 9時頃、宮古港に初寄
港しました。
　アメリカのクルーズ会社が運航す
る「ダイヤモンド・プリンセス」は、
全長 290メートル、総トン数 11万
5,875 トンで、10万トンを超える
クルーズ船が寄港するのは県内初と

首都圏にお住まいの方を対象に、メールマガジン会員（いわて復興応援団員）を募集しています。登録
していただいた方には岩手県の復興の取組や観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

いわて復興応援メルマガ会員大募集！いわて復興応援メルマガ会員大募集！

いわて復興応援団 検索

知って､買って､食べて､行って 応援 ! 登録無料

初寄港した「ダイヤモンド・プリンセス」

大型クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」初寄港

歓迎セレモニーでのアトラクション

訪ねるツアーに参加したほか、市内
の商店街の散策を楽しみました。
　また、市民など 600人以上が通訳
ガイドやボランティアとして出迎え、
官民一体で乗客をもてなし、交流を
深めました。
　「ダイヤモンド・プリンセス」は、
来年の 4月 22日と 10月 26日にも
宮古港への寄港が予定されています。

なります。
　今回の寄港は、岩手県と宮古市が、
東日本大震災津波からの復興につな
げようと誘致を進めてきたもので、
当日行われた歓迎セレモニーでは、
地元の小学生が、歌や踊り、和太鼓
などを披露しました。その後、外国
人観光客などの乗客は午後 6時出港
までの間、国の名勝「浄土ヶ浜」や、
岩泉町の「龍泉洞」などの観光地を

宮古市
MIYAKO

釜石魚河岸にぎわい館「魚河岸テラス」開業 釜石市
KAMAISHI

　4月 13日（土）、釜石市が魚河岸
地区に整備を進めてきた “釜石魚河
岸にぎわい館「魚河岸テラス」” が、
オープンしました。
　同施設は、平成 29年 5月に復旧
した新魚市場に隣接し、にぎわい創
出の拠点として “魚のまち釜石” を

などの飲食店が入居しています。
　また、釜石港が一望できる展望テ
ラスや、朝市やイベントなどを開催
する広場も整備されました。
　同施設は、市民から観光客まで幅
広く利用できる新たなにぎわいの拠
点として期待されています。

発信することを目的に整備されたも
のです。
　1階には、キッチンスタジオや会
議室、物販コーナー、郷土芸能 “虎
舞” の紹介スペースが設けられ、開
放感あふれる２階には、寿司・和食、
地産料理、地中海料理、カフェバー

市民と交流を深める乗客

釜石魚河岸にぎわい館「魚河岸テラス」 1階の物販コーナーと虎舞紹介スペース 釜石港を一望できる 2階の展望テラス



「高田第一中学校」校庭開き

　4月 16日（火）、陸前高田市立高田第一中学校（同市
高田町）で、同校の校庭に設置されていた応急仮設住宅
の撤去と校庭の再整備が完了し､「校庭開き」が行われま
した。
　東日本大震災津波後､高台にある同校の校庭には､150
戸の応急仮設住宅が整備され、校庭が使えない状況とな
っていました。
　「校庭開き」は、生徒会が中心となって企画されたも
ので、全校生徒 239人が参加する中、菅野陽菜子生徒
会長が「今日は感謝を伝えるとともに、私たちの元気な
姿を見せ、有意義な会にしましょう」と挨拶しました。
　その後、生徒たちは、校庭全面を使って鬼ごっこをす
るなど元気よく笑顔で駆け回り、自由に使える校庭の感
触を楽しみました。
　5月 18日（土）には、整備された同校の校庭で運動
会が開催され、生徒たちは、徒競走やリレー、綱引きな
どの競技に臨み、訪れた保護者や参加した元応急仮設住
宅の住民なども大きな声援を送りました。

　東日本大震災津波で全壊した大船渡市の港交番（同市
大船渡町）と赤崎駐在所（同市赤崎町）が、移転新築し、
4月 19日（金）、開所式が行われました。
　大船渡町茶屋前にあった旧駅前交番は、土地区画整理
事業で整備された加茂神社交差点付近に移転新築し、名
称が「港交番」に変更されました。
　赤崎駐在所は、市の防災集団移転促進事業で造成され
た高台に移転新築し、開所しました。
　港交番の開所式では、戸田大船渡市長、地域住民、岩
手県警察関係者などが参加する中、地元の子どもたちが
郷土芸能や合唱などを披露し、地域を守る施設の復旧を
祝いました。
　東日本大震災津波では、県内 17の交番と駐在所が被
災し、再建が進められてきましたが、今回の開所で、計
画した県内全ての交番と駐在所の整備が完了し、安全安
心なまちづくりの拠点が復活しました。

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

「港交番」と「赤崎駐在所」が
 開所

大船渡市
OFUNATO

赤崎駐在所開所式の様子
（写真提供：大船渡市役所）

世界へ、未来へ、「いわてTSUNAMI メモリアル」
東日本大震災津波の事実と教訓を伝える施設「東日本大震災津波伝承館」
（愛称：「いわてTSUNAMI（つなみ）メモリアル」）を紹介します。

　来館者を最初に迎える場としてインフ
ォメーションを提供するとともに、三陸
沿岸地域へと誘う情報提供を行います。
さらに、全国・世界の類似施設の情報を
提供します。

つ　な　み

　東日本大震災津波の事実をありのま
まに伝え、津波の脅威、甚大な被害の
状況、命が失われることの重さを、一
人ひとりの心に刻みます。

　岩手県では、ラグビーワールドカップ 2019™釜石開催前の開館を目指し、陸前高田市の高田松原津波復興祈念公園内に「東日本大震災津波伝承館」
を整備しています。この施設では、展示や映像により来館者の皆様に東日本大震災津波の事実と教訓を伝えます。今月は、各ゾーンの概要を紹介します。

ゾーン０ ～地域と交流する～ ゾーン１ ～歴史をひも解く～
　ガイダンスシアターによる映像などで、
日本列島は自然災害リスクが高く、とり
わけ三陸地域は津波の常襲地であること、
それに対して知恵や技、文化を育み、自

ゾーン２ ～事実を知る～

ゾーン３ ～教訓を学ぶ～
　東日本大震災津波の経験から得た様々
な教訓を伝え、知恵と技術で備え、一人
ひとりが主体的に行動することで命を守
れることを学んでもらいます。
ゾーン４ ～復興をともに進める～

　東日本大震災津波を乗り越えて進む被
災地の姿を、国内外からの支援に対する
感謝とともに伝えます。

然災害への対応力を高めてきたことにつ
いて、歴史をひも解きながら伝えます。

校庭開きの様子
（写真提供：陸前高田市）

決意を新たにする港交番所員
（写真提供：岩手県警察本部）

元気に校庭を駆け回る生徒たち
（写真提供：陸前高田市）



イベント情報

「三陸防災復興プロジェクト2019」 
 いよいよ開幕！

岩手県
IWATE

　復興に力強く取り組む地域の姿や東日本大震災津波の
記憶と教訓を発信し、その風化を防ぐとともに、三陸地
域の多様な魅力を発信する防災復興行事「三陸防災復興
プロジェクト 2019」が、いよいよ開幕します。
　開幕日となる６月１日（土）は、釜石市民ホール（TE
TTO）にて、歌手の八神純子さんにも御出演いただくオ
ープニングセレモニーや国内外の有識者がこれからの防
災について議論を行う第１回シンポジウムを開催するほ
か、会場周辺では、災害支援車両や防災・復興に関する
展示を行います。
　８月７日（水）までのプロジェクト会期中は、岩手県
沿岸の市町村で、文化芸術やスポーツ、食、三陸ジオパ
ーク、三陸鉄道関連企画など、多彩な企画等を展開しま
す。
　詳しくは、公式ホームページ
（https://sanriku2019.jp/）
をご覧ください。
　岩手・三陸でお待ちしています。

田野畑村「番屋体験型博覧会 “ばんぱく”」
 初開催 TANOHATA

　ゴールデンウィークの 10連休に、田野畑村の自然の
魅力を楽しんでもらおうと「番屋体験博覧会 ばんぱく」
が、田野畑村机漁港 (机浜番屋群 )をメイン会場に開催
されました。
　漁師が操る「サッパ船」で、高さ約 200メートルの
断崖絶壁が連なる北山崎を仰ぎ見、奇岩の穴をくぐり抜
ける「サッパ船アドベンチャーズ」や、海水を煮詰めて
作る昔ながらの「塩づくり体験」、水揚げされた新鮮な
ウニやホヤをさばいて食べる体験などを実施しました。
　また、山間部では、「たのはた牛乳・ヨーグルト工場
見学」など、多彩な体験プログラムが行われました。
　期間中は、県内外から多くの親子連れが訪れ、同村の
海と山の自然を満喫していました。
　イベントを企画したNPO法人 体験村・たのはたネッ
トワークでは、この他にも様々な自然体験プログラムを
提供しています。詳細はホームページ（http://www.tan
ohata-taiken.jp/）でご確認ください。

サッパ船アドベンチャーズ（写真提供：NPO法人 体験村・たのはたネットワーク）

6.1 SAT
8.7 WED

2019

実施日時　6/28（金）13:30 ～ 16:00（予定）
実施場所　久慈市文化会館１階 小ホール
実施内容　・基調講演
　　　　　　（講師：一橋大学名誉教授　関 満博氏）
　　　　　・事例報告
　　　　　　（報告者：下苧坪 之典氏、若林 治男氏）

なりわいの再生と新たな三陸の創造

実施日時　6/29（土）9:30 ～ 14:30（予定）
実施内容　・久慈地下水族科学館 もぐらんぴあ
　　　　　・道の駅のだ
　　　　　・涼海の丘ワイナリー

エクスカーション

～三陸の豊かさを生かした持続可能な産業を考える～

三陸防災復興シンポジウム2019

第 2回シンポジウム

申込・問い合わせ：岩手県復興局復興推進課
　　　　　　　　　☎ 019-629-6945

申込締切：6月 14日 ( 金 )
申込方法：E-mail、FAX、郵送のいずれかで
　　　　　申込みください

＊盛岡・久慈間で無料往復バス運行（定員 50名）

＊久慈駅前発の無料バス運行（定員 30名）

三陸プレミアムランチ列車
三陸鉄道の車窓から風光明媚な風景を眺めながら、三
陸の旬の食材を使用したプレミアム料理を味わってい
ただきます。東京恵比寿の人気店「日本料理 賛否両論」
笠原将弘シェフが料理を監修し、一緒に乗車します。

三陸うほほ列車
北三陸の夏の食材、ウニ、ホヤ、ホタテを使用した地
元料理を提供する、美味しくて「うほほ！」、お得で
「うほほ！」な夏の三陸を味わう企画列車を運行します。

運 行 日　 6/30（日）
運行区間　久慈駅発→宮古駅着

運 行 日　 6/15（土）
運行区間　盛（さかり）駅発→宮古駅着

申込・問い合わせ：三陸鉄道（株）旅客営業部
　　　　　　　　　☎ 0193-62-7000

南三陸
コース

「美味（ぅんめ）ぇがすと三陸
－Gastronomy SANRIKU－構想」
推進プロジェクト

三陸国際ガストロノミー会議2019

実施期日　6/10（月）～ 6/11（火）
実施場所　会議　　宮古市民文化会館大ホール
　　　　　交流会　浄土ヶ浜パークホテル

三陸美食サロン

実施期日　6/1（土）～ 8/7（水）
　　　　　＊各店舗一週間程度
実施場所　沿岸部の 13市町村のレストラン・飲食店
　　　　　（各市町村 1店舗）

岩手三陸の豊かな食材や自然、歴史、文化などを活用
した「食」に関連するイベントを実施します。

国内外の著名なシェフなどが一堂に会する国際会議を
開催します。会場では、ガストロノミー（美食術・食
文化）の視点から三陸の魅力を国内外に発信します。

国内外の料理人と地元岩手の料理人が協働してフュー
ジョンディナーを提供します。創作したコラボメニュ
ーは、地元料理人が経営するレストラン・飲食店など
で提供されます。

問い合わせ：岩手県農林水産部流通課
　　　　　　☎ 019-629-5733

岩石標本作りなどの「三陸ジオパーク体験学習」や、
フォーラムに参加するジオパーク関係者との交流会や
エクスカーションツアーを実施します。

三陸ジオパークフォーラム

実施期日　6/7（金）～6/8（土）
実施場所　岩泉町民会館ほか

問い合わせ：三陸防災復興プロジェクト 2019実行
委員会（三陸防災復興プロジェクト 2019推進室）
　　　　　　☎ 019-629-6222

検索三陸防災復興プロジェクト 2019

特設サイト：https://gastronomy-sanriku.com/



盛岡市

花巻市

宮古市

釡石市

久慈市

JR釡石線
陸前高田市

いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 149号　令和元年 5月 24日発行　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は令和元年 6月 20日の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、いわてさんりくびとを
動画で紹介しています。
ビジュアル豊富なWebもご覧ください。

約 24万点の資料を検索・閲覧できます。

宮古市川井出身。
JR山田線で列車通学をする中で鉄道や運転士に
興味を抱き、その道に進むことを決意した。
平成 29年、三陸鉄道株式会社に入社し、2年間
運転士の見習いとして勤務した後、平成 31年 3
月 16日、運転士としてデビューした。
現在は､宮古駅～久慈駅間の列車に乗務している。

PROFILE

　連載「いわてさんりくびと」では､被災地・三陸
の復興に向け、熱い想いを持ち、活躍する方々を紹
介していきます。
　第 94回は､古舘 龍太さんを紹介します。

お客様の乗車目的地まで
安全に楽しくお届けします !
御乗車お待ちしております。

沿線の復興を実感しながら

三陸鉄道株式会社
運行本部 運転士
古舘 龍太

（ふるだて りゅうた）さん

鉄道を通した “おもてなし” を

　高校時代から憧れていた、鉄道運転士になる
夢を叶え、毎日、三陸鉄道リアス線の宮古駅～
久慈駅間の列車に乗務する古舘さん。
　「安全に運転するのはもちろんのこと、ブレー
キ操作や駅への侵入する速度など、乗り心地の
良い運転を心がけています。三陸鉄道の中で一
番運転のうまい運転士になることが目標です」
と話す古舘さんは、日々運転技術を磨き、その
手応えを感じています。
　ワンマン運行をする三陸鉄道は、接続の案内
や沿線の観光案内などの車内アナウンスも運転
士の仕事です。「観光や団体のお客様が乗車した
時は、三陸沿岸の魅力が伝わるようアナウンス
も工夫しています。季節ごとの自然豊かな風景
や車窓から眺める海の景色もお薦めですが、東

　「3月 23日に三陸鉄道釜石駅～宮古駅間が開
通し、県内外のお客様が増えていると感じます。
多くのお客様に利用してもらい、車内が賑やか
になると自分も元気付けられてうれしく、運転
するやりがいを感じます。お客様を目的地まで
安全にお届けしますので、是非三陸鉄道にご乗
車ください」と、鉄道を通した古舘さんの “お
もてなし” は続きます。

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 平成31年 4月 30日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,673 人　行方不明者：1,114 人
　　　　　　死者（関連死）：467人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,079 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」
　 の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 186億 8,727 万円（96,694 件）
▶寄付金受付状況　約 200億 656万円（8,972 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 96億 8,775 万円（23,166 件）

平成 31年 4月 30日現在

「ＳＬ銀河」、2019年度の運行開始！

観光面からの復興支援と地域活性化を図ろうと、JR東日本が 2014年 4月に季節運行を開始した
「SL銀河」。今年も運行が始まり、沿線に汽笛が響きます。

　これまでに約 45,000 人が利用している「SL銀河」は、動態復元
された機関車「C58 239」と牽引される客車（キハ 141系 4両）で
編成されています。宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」をテーマとしてプロ
デュースされた列車は、東北の「文化・自然・風景」が感じられる車
内空間となっています。
　今年度は、運行開始 5 周年を記念して、季節ごとにデザイン
を変えた期間限定のヘッドマークを掲出して運行します。

運行期間■4月 29日（月・祝）から 9月 29日（日）
運行区間■JR釜石線・花巻駅～釜石駅間
運 行 日 ■ ※ 土日・祝
　　　　土曜日・JR花巻駅～釜石駅（下り）を往路、
　　　　日曜日・JR釜石駅～花巻駅（上り）を復路が基本

JR釜石線
JR KAMAISHI LINE

今年の運行を開始した「SL銀河」

ぶらり三陸

日本大震災津波で被災した地域の復興が進んで
いく姿も見てほしいと思います」と、古舘さん
は日々の乗務から復興を実感しています。

※ 運行日時・10 月以降の運行など詳しくは JR 東日本盛岡支社 検索


